
　熱中症とは、高温環境下に
さらされたり、運動などに
よって体温の上昇しやすい条
件下にあると、体内の水分や
塩分のバランスが崩れたり、
体温の調整機能が破綻するな
どして発症する障害の総称
で、死に至る可能性のある病
態です。
　高温・多湿で風が弱い、熱
を発生するものが近くにある
などの環境では体からの熱の
放散が減少し、汗の蒸発も不
十分となり、体温調節がうま
くできなくなり熱中症が発生
しやすくなります。

　運動場、体育館、気密性の
高いビルやマンションなどで
起こりやすく、子ども、高齢
者、肥満の人、暑さに慣れて
いない人、体調の悪い人など
が発症しやすいのです。
　非常に暑い環境下にあっ
て、めまい、立ちくらみ、こ
むら返り、大量の発汗、頭痛、
吐き気、だるさなどの症状が
あれば熱中症を疑いますが、
そのほかに梅雨の合間に突然
気温が上昇した日や梅雨明け
の蒸し暑い日などにも起こり
やすいのです。
　熱中症はちょっとした注意
で防ぐことができます。日陰
を選んだりして暑さを避けま
しょう。
　「のどが渇いた」と感じた
ときにはすでにかなりの水分
不足になっていることが多い
ので、こまめに少しずつ水分
を補給しましょう。
　また、しっかりと睡眠をと
り、疲労をためないようにし
ましょう。

暑い夏の到来前に
－熱中症予防－

森田内科医院
森田安重　医院長

町
・
県
民
税
（
個
人
住
民
税
）

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
を
実
施

　

電
算
シ
ス
テ
ム
の
大
規
模
改
修

に
伴
い
、
実
施
時
期
を
一
年
遅
ら

せ
て
い
ま
し
た
町
・
県
民
税
の
公

的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
（
天
引

き
）
制
度
を
本
年
度
か
ら
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
公
的
年
金
受
給

者
の
納
税
の
便
宜
や
町
に
お
け
る

町
・
県
民
税
の
徴
収
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
公
的
年
金
な
ど
に
係

る
所
得
に
対
す
る
町
・
県
民
税
を

公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
す
る
も

の
で
、
受
給
者
が
支
払
う
べ
き

町
・
県
民
税
を
日
本
年
金
機
構
な

ど
の｢

年
金
保
険
者｣

が
町
へ
直

接
納
め
、
受
給
者
に
は
、
年
金
か

ら
町
・
県
民
税
を
差
し
引
い
た
差

額
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

納
税
の
た
め
に
金
融
機
関
に
出
向

い
た
り
、
現
金
を
用
意
す
る
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
制
度
は
、
納
税
方
法

の
変
更
で
あ
り
、
新
た
に
税
負
担

が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
年
金
所
得
以
外
の
所
得

に
係
る
町
・
県
民
税
や
特
別
徴
収

の
対
象
と
な
ら
な
い
人
の
町
・
県

民
税
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り

の
方
法
に
よ
り
お
支
払
い
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
人 

　

平
成
22
年
４
月
１
日
に
お
い
て

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
人
で
、

町
・
県
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
特
別

徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
年
額
が

18
万
円
未
満
の
人

②
猪
名
川
町
が
行
う
介
護
保
険
料

の
特
別
徴
収
対
象
者
以
外
の
人

③
特
別
徴
収
税
額
が
老
齢
基
礎
年

金
な
ど
の
年
額
を
超
え
る
人

④
平
成
22
年
１
月
２
日
以
降
に
町

外
へ
転
出
さ
れ
た
人

●
対
象
と
な
る
税
額

　

公
的
年
金
な
ど
（
厚
生
年
金
、

共
済
年
金
な
ど
を
含
む
）
に
係
る

所
得
に
対
す
る
町
・
県
民
税
の
所

得
割
額
お
よ
び
均
等
割
額
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

●
実
施
さ
れ
る
時
期
お
よ
び

　

徴
収
方
法 

　

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の

開
始
は
平
成
22
年
10
月
支
給
分
の

年
金
か
ら
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
平
成
22
年
度
の
税
額
の
半
分

に
つ
い
て
は
、
第
１
期
（
６
月
）

お
よ
び
第
２
期
（
８
月
）
に
普
通

徴
収
（
納
税
通
知
書
に
よ
り
支
払

う
方
法
）
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

翌
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
年

６
回
の
年
金
支
給
の
度
に
、
公
的

年
金
な
ど
の
所
得
に
係
る
町
・
県

民
税
が
差
し
引
か
れ
ま
す
（
特
別

徴
収
を
行
う
年
金
お
よ
び
税
額

は
、
普
通
徴
収
の
納
税
通
知
書
に

記
載
し
ま
す
）。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
以
降
に
公

的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
が
開
始

さ
れ
る
人
に
つ
い
て
も
、
初
年
度

は
当
該
年
度
の
税
額
の
半
分
を
第

１
期
お
よ
び
第
２
期
に
普
通
徴
収

に
よ
り
、
残
額
を
10
月
以
降
の
支

給
分
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収
に
よ

り
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

奨
学
生
を
募
集

　

審
査
の
う
え
奨
学
金
を
貸
与
し

ま
す
。

▼
対
象　

経
済
的
理
由
で
就
学

が
困
難
な
高
等
学
校
・
高
等
専

門
学
校
・
専
修
学
校
・
短
大
・

大
学
の
在
学
生
で
、
保
護
者
が

町
内
に
在
住
す
る
人

▼
申
込
期
限　

６
月
30
日

▼
申
込
先　

日
生
・
六
瀬
住
民

セ
ン
タ
ー
、
学
校
教
育
課
に
備
え

付
け
の
申
請
書
に
関
係
書
類
を
添

え
て
同
課

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励

費
補
助
金
の
手
続
き

　

審
査
の
う
え
給
食
費
な
ど
を

補
助
し
ま
す
。

▼
対
象　

町
内
在
住
で
、
経
済

▼
申
込
先　

在
園
し
て
い
る
幼

稚
園

就
学
援
助
に
つ
い
て

　

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
を

補
助
し
ま
す
。

　

な
お
、
世
帯
の
住
民
税
課
税

状
況
に
応
じ
て
、
補
助
金
の
額

が
異
な
り
ま
す
。

▼
対
象　

町
内
在
住
で
、
私
立

幼
稚
園
へ
就
園
す
る
園
児
（
３

～
５
歳
児
）
を
も
つ
保
護
者

▼
申
込
期
限　

在
園
し
て
い
る

幼
稚
園
の
指
定
す
る
日

叙勲を受章
　「春の叙勲・危険業務従事者叙勲」で、猪名川町か
ら 3 人の方が受章の栄誉に輝きました。

真田　保男さん
（清水東・73 歳）

　 昭 和 33 年 に 大 阪 府 警 に 採 用
され、警察学校教官、第一機動
隊副隊長、豊能・吹田両副署長、
枚岡署長、第二方面機動警ら隊
長、泉佐野署長を歴任され、約
40 年 に わ た り 警 察 官 の 育 成 や
公共の安全と秩序の維持に努め
られた功績が認められたもので
す。

春名　明さん
（白金・71 歳）

瑞宝双光章（危険業務従事者叙勲）

旭日双光章（春の叙勲）

　 昭 和 45 年 に 猪 名 川 町 消 防 団
団員を拝命され、平成元年から
14 年 間 副 団 長 を、 ま た 同 15 年
から 3 年間団長を歴任され、約
36 年にわたり火災予防の徹底、
部下団員の育成、消防訓練の実
施など消防団の充実発展に貢献
された功績が認められたもので
す。

福田　富夫さん
（差組・63 歳）

瑞宝単光章（春の叙勲）

高
齢
者
福
祉
相
談

を
開
催
し
ま
す

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
本
人
や
、
家
族
、
地

域
住
民
か
ら
の
介
護
や
福
祉
に
関

す
る
相
談
へ
の
対
応
・
支
援
な
ど

の
相
談
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
相
談
員　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員

▼
相
談
会
場
お
よ
び
相
談
日

　

六
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

＝
７
月
15
日
、
９
月
16
日
、
11
月

18
日
、
１
月
20
日
、
３
月
17
日

　

日
生
公
民
館
＝
６
月
17
日
、
８

月
19
日
、
10
月
21
日
、
12
月
16
日
、

２
月
17
日

　

※
２
会
場
で
隔
月
交
互
に
実
施

し
ま
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

９
時
30
分
～
正
午

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
６
６
・
１
２
０
０
）
へ
。

的
に
困
窮
す
る
小
・
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
を
も
つ
保
護
者

▼
申
込
期
限　

６
月
30
日

▼
申
込
先　

通
学
す
る
学
校

　昭和 36 年から約 27 年間町職
員 と し て 奉 職 さ れ、 同 62 年 か
ら 3 期 9 年間町助役として、ま
た 平 成 9 年 か ら 3 期 12 年 間 町
長として在職され、豊富な知識
と経験を生かして、町政の円滑
な運営と猪名川町の発展に貢献
された功績が認められたもので
す。

８・２９プロジェクトの
出演者を募集

　8月29日（日）にイナホールステー
ジで開催される「8・29プロジェクト」
の出演者を募集します。
　ロック・Jポップ・ダンス・漫才・
落語などジャンルは問いません。
　色々な音色が重なって誰かを感動
させる、音と戯れ夢を育てる、そん
なステージにあなたも出演してみま
せんか。
▶出演条件　10代 の メ ン バ ー が1人
以上いること、町内在住・在学・在
勤者が1人以上いること
▶申込方法　6月15日までに、氏名・
年齢・電話番号・内容（グループ名）・
出演の理由を記入して生涯学習課ま
でFAX
▶募集人数　8グループ（多数抽選）
　申込み・問い合わせは、同課（☎
767―2600・FAX766―8904）へ。

イナホールが音ギ空間になります♪

問合せ
税
務
課

☎
７
６
６
・
８
７
０
２

問合せ
学
校
教
育
課

☎
７
６
６
・
６
０
０
０

＜２＞広　報　い　な　が　わ 平成２２年（2010年）６月１日


